
夜に浮かれる街を 君を連れて歩く
行き過ぎる人並みに紛れ あてもなくさまよう

どうして抜けて来たの 君の心探す
言葉に出せない躊躇いに 指と指が今触れる

もし君を抱いてしまったら もう二度と引き返せないと
わかってるから わかってるから 夜よ ためさないで

突然 車が近づく 思わず君を引き寄せる
繋いだ手 物語の行方 君がそっと握り返す

もし君を抱いてしまったら もう二度と引き返せないと
わかってるから わかってるから 夜よ ためさないで

生きている かりそめの時を この夜よ どうか明けないで

もし君を抱いてしまったら もう二度と引き返せないと
わかってるから わかってるけど 夜に流されてゆく

夜にためされて
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